
JP 4386501 B2 2009.12.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透湿性材料から構成された外層シート及び該外層シートの上に配された吸収性本体を備
え、
　前記吸収性本体が、液透過性のトップシート、液不透過性のバックシート及びこれら両
シート間に介在された液保持性の吸収体を有し、股下部を介して位置する腹側部及び背側
部それぞれの両側縁部が接合されてウエスト開口部及び一対のレッグ開口部が形成された
パンツ型使い捨ておむつにおいて、
　前記吸収体は、長手方向中央部が括れた砂時計型の形状をしており、
　前記外層シートは、長手方向中央部が括れた砂時計型の形状をしており、前記おむつの
外形を構成し、
　前記吸収性本体の幅を前記外層シートの最狭部の幅よりも広くなされており、
　矩形状のシートをその長手方向略中心線に沿って折り曲げ二重にして構成され、かつ固
定縁部及び該シートの折り曲げ部である自由縁部をそれぞれ１個有する一対のバリアカフ
スが、前記吸収体の左右両側縁に沿って該吸収体の下面の左右両側部を覆うようにそれぞ
れ配されており、前記バリアカフスにおける前記自由縁部に沿って、複数本の弾性部材が
所定間隔を置いて配されており、
　前記自由縁部側の方が前記弾性部材の間隔が狭くなっているパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記バリアカフスが、前記吸収体の側面を覆うように配されている請求項１記載のパン
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ツ型使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記バリアカフスが、前記トップシートに向けて内向きに伏倒されると共に該バリアカ
フスの前後端が該トップシートに接合固定されている請求項１又は２記載のパンツ型使い
捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、着用者の脚周りにフィットするバリアカフスを備え、脚周りからの液漏れ防止
効果に優れたパンツ型使い捨ておむつに関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
使い捨ておむつの使用時に着用者の脚周りからの液漏れを防止する目的で、おむつのレッ
グ開口部に弾性部材を配したパンツ型使い捨ておむつが種々知られている。例えば特開平
１０－５７４１０号公報には、レッグ開口部の湾曲線に沿って弾性部材を配すると共に該
弾性部材の内側に隣接してバリヤーフラップを配したパンツ型使い捨ておむつが記載され
ている。このおむつでは、弾性部材及びバリヤーフラップの二つで着用者の脚周りを二重
にシールして液漏れを防止しようとしている。
【０００３】
しかし、前記弾性部材及び前記バリヤーフラップの何れも線状に着用者の脚周りに当接す
るものであるから、着用者の脚と前記弾性部材又はバリヤーフラップとの間に少しでも空
隙ができると、そこから容易に液漏れが生じてしまう。また、前記弾性部材及び前記バリ
ヤーフラップが線状に着用者の脚周りに当接するので、着用者の脚を局所的に締め付ける
ことになり、着用者の身体への負担が大きい。
【０００４】
従って、本発明は、着用者の脚周りにフィットし、足周りからの液漏れ防止効果に優れた
パンツ型使い捨ておむつを提供することを目的とする。
また、本発明は、着用者の脚を局所的に締め付けること無く、足周りからの液漏れ防止効
果に優れたパンツ型使い捨ておむつを提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、液透過性のトップシート、液不透過性のバックシート及びこれら両シート間に
介在された液保持性の吸収体を有し、股下部を介して位置する腹側部及び背側部それぞれ
の両側縁部が接合されてウエスト開口部及び一対のレッグ開口部が形成されたパンツ型使
い捨ておむつにおいて、
固定縁部及び自由縁部を有する一対のバリアカフスが前記吸収体の左右両側縁に沿ってそ
れぞれ配されており、前記バリアカフスにおける前記自由縁部に沿って、複数本の弾性部
材が所定間隔を置いて配されているパンツ型使い捨ておむつを提供することにより前記目
的を達成したものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下本発明を、その好ましい実施形態に基づき図面を参照しながら説明する。図１には、
本発明のパンツ型使い捨ておむつの第１の実施形態の斜視図が示されている。また図２(a
) は、図１に示すパンツ型使い捨ておむつの腹側部及び背側部それぞれの両側縁部の接合
を解いた展開緊張状態の平面図であり、図２(b) 及び図２(c) はそれぞれ図２(a) におい
て緊張状態を解いた状態でのｂ－ｂ線及びｃ－ｃ線断面図である。
【０００７】
図１及び図２に示すパンツ型使い捨ておむつ（以下、単におむつともいう）１には、股下
部Ｃを介して腹側部Ｓ及び背側部Ｂが形成されている。そして、腹側部Ｓ及び背側部Ｂそ
れぞれの両側縁部を接合固定することで、ウエスト開口部１２及び一対のレッグ開口部１
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３が形成され、パンツ型おむつとなされる。
【０００８】
図２(a) ～(c) に示すように、おむつ１は、外層シート２及び該外層シート２上に配され
た吸収性本体３を備えている。外層シート２は、おむつ１の外面をなす第１の外層シート
２ａ及び吸収性本体３に対向する第２の外層シート２ｂとから構成されている。第１の外
層シート２ａ及び第２の外層シート２ｂは、何れも不織布等の透湿性材料から構成されて
いる。また、第１の外層シート２ａ及び第２の外層シート２ｂは、所定の塗布パターンで
塗布されたホットメルト粘着剤等の接着剤によって接合されている。外層シート２は、お
むつの外形を構成しており、長手方向中央部が括れた砂時計型の形状をしている。外層シ
ート２における腹側部Ｓ及び背側部Ｂそれぞれの端縁部の位置には、第１の外層シート２
ａと第２の外層シート２ｂとの間に、複数本の弾性部材８が伸張状態で張設されており、
腹側部Ｓ及び背側部Ｂそれぞれの両側縁部を接合した場合に形成されるウエスト開口部１
２に沿ってウエストギャザーが形成される。
【０００９】
吸収性本体３は、縦長の砂時計型の形状をしており、液透過性のトップシート４、液不透
過性のバックシート５及び液保持性の吸収体６を有している。トップシート４及びバック
シート５の左右両側縁部は、ホットメルト粘着剤１４によって互いに接合固定されており
、その間に吸収体６が配されている。吸収体６も外層シート２と同様に長手方向中央部が
括れた砂時計型の形状をしている。バックシート５は、吸収体６の下面、好ましくは下面
全域を被覆しており、更に吸収体６の周縁から外方にやや延出している。即ち、バックシ
ート５は、好ましくは吸収体６の形状よりもやや大きな形状となっている。トップシート
４、バックシート５及び吸収体６は何れも公知の材料から構成されている。
【００１０】
吸収性本体３の幅は、外層シート２における最狭部の幅と略同様になされている。従って
、外層シート２は、吸収性本体３の左右両側縁部から外方に延出しており、サイドフラッ
プ９，９を形成している。上述の通り、外層シート２を構成する第１の外層シート２ａ及
び第２の外層シート２ｂは、何れも透湿性材料から構成されているから、サイドフラップ
９は透湿性を有している。従って、おむつ１の着用中、サイドフラップ９を通じて着装内
の水蒸気が外部に放出され、着装内が低湿度に保たれる。
【００１１】
吸収体６の左右両側縁には、該側縁に沿って一対のバリアカフス７，７がそれぞれ配され
ている。バリアカフス７は所定幅の矩形状シートを、その長手方向略中心線に沿って折り
曲げて形成されている。そして、前記矩形状シートの左右両側部を固定縁部となしてバッ
クシート５と第２の外層シート２ｂとの間に介在させ、ホットメルト粘着剤１４により接
合固定し、且つ折り曲げ部を自由端部７ａとなすことにより、バリアカフス７が形成され
ている。図２(b) 及び(c) に示すように、バリアカフス７は、吸収体６の側面及び下面の
左右両側部を、吸収体の長手方向の全域に亘って覆うように配されている。
【００１２】
バリアカフス７における自由端部７ａから所定幅だけ内方に亘る矩形状の領域には、複数
の弾性部材１１が所定の間隔を置いて且つ折り曲げられた前記シートに挟持されるように
伸張状態で配されている。各弾性部材１１は、自由縁部７ａに沿って配されている。弾性
部材１１の間隔は自由端部７ａ側の方が狭くなっていることが好ましい。弾性部材１１の
本数は３～１５本、特に４～７本であることが好ましい。また、バリアカフス７は、内向
き、即ちおむつ１の長手方向中心線の方向（トップシート４の方向）向けて伏倒されて、
バリアカフス７における前記矩形状の領域の前後端がトップシート４に接合固定されてい
る。これにより、バリアカフス７は着用者の肌側へ起立し、おむつ１の着用状態において
は、図１に示すようにバリアカフス７が着用者の脚周りに平面状に密着当接する。その結
果、着用者の脚とバリアカフス７との間には液漏れを生じさせるような空隙が極めてでき
にくくなり、液漏れが効果的に防止される。また、バリアカフス７が着用者の脚周りに平
面状に密着当接することで、着用者の身体の動きに追従し易くなり、どんな姿勢において
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液漏れが起こりにくくなる。更に、複数本の弾性部材を用いることで、１本当たりの弾性
部材の収縮応力を小さくすることができる。その結果、低応力でバリアカフス７を着用者
の脚周りフィットさせることができ、着用者の身体に過度の負担がかからない。その上、
脚周りのサイズ調整が展開型のおむつよりも難しいパンツ型のおむつにおいても、サイズ
調整範囲を広くすることができる。
【００１３】
バリアカフス７を構成する前記シートは、一般にバリアカフスに用いられる材料であれば
特に制限は無く、例えば、不織布であれば撥水性のスパンボンド不織布、ヒートエンボス
不織布、エアスルー不織布などが挙げられる。これらの不織布の構成材料としては、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート、あるいはそれらの混合物など
が挙げられる。フィルムであれば、ポリエチレンベースの透湿性シートなどが挙げられる
。また不織布とフィルムとを貼り合わせたものを用いることもできる。本実施形態におい
ては、特に耐水圧に優れた不織布であるメルトブロー不織布の層を有し、このメルトブロ
ーの層の両面にスパンボンド不織布の層がそれぞれ積層されて構成されているシートをバ
リアカフス７として用いている。メルトブロー不織布は低坪量でも耐水圧が高いことから
、バリアカフスを通して液が外側に滲み出ることが防止され、横漏れが効果的に防止され
る。また、本実施形態のおむつ１は、バックシート５が吸収体６の下面を覆い且つ吸収体
６の周縁から外方にやや延出しているだけなので、おむつ１の下部からの液漏れも起こり
易いが、耐水圧の高いメルトブロー不織布の層を有するバリアカフス７が吸収体６下面の
左右両側部をも覆っているので、そのような下部からの液漏れも効果的に防止される。し
かも本実施形態においては、前記シートを折り曲げて二重にしてバリアカフス７を構成し
ているので、液の滲み出しが一層効果的に防止される。尚、本実施形態においては、メル
トブロー不織布の層は１層だけに限られず、何層かが貼り合わされていても良い。同様に
スパンボンド不織布も何層かが貼り合わされていても良い。
【００１４】
メルトブロー不織布としては、１層あたりの坪量が０．５～７ｇ／ｍ2 、特に１～５ｇ／
ｍ2 であるものを用いることが、液の滲み出し防止に十分な耐水圧の確保と、製造経費と
のバランスの点から好ましい。また、メルトブロー不織布の耐水圧は、ＪＩＳ　Ｌ１０９
２に準拠して測定された値が、１層あたり１５～１５０ｍｍ、特に３０～１００ｍｍであ
ることが同様の理由から好ましい（以下、耐水圧というときは、この方法で測定されたも
のをいう）。
【００１５】
十分な耐水圧を発現させるために、メルトブロー不織布を構成する繊維の繊維径は、０．
０５～７μｍ、特に０．１～５μｍであることが好ましい。
【００１６】
メルトブロー不織布の層の両面にそれぞれ積層されるスパンボンド不織布の層は、メルト
ブロー不織布の機械的強度を補うために用いられる。従って、各スパンボンド不織布の坪
量は、１～１０ｇ／ｍ2 、特に３～７ｇ／ｍ2 であることが好ましい。両スパンボンド不
織布は同一のものでもよく、或いは異なるものでもよい。また、上述の通りスパンボンド
不織布は何層かが貼り合わされていてもよい。
【００１７】
バリアカフス７を構成する前記シート全体としての耐水圧は、２０～１５０ｍｍ、特に４
０～１１０ｍｍであることが好ましい。また、前記シート全体の坪量は、７～２０ｇ／ｍ
2 、特に８～１６ｇ／ｍ2 であることが、液のしみ出し防止とバリヤカフスの風合いとの
バランスの点から好ましい。
【００１８】
次に、本発明の第２の実施形態を図３を参照しながら説明する。尚、第２の実施形態につ
いては第１の実施形態と異なる点についてのみ説明し、同じ点については第１の実施形態
に関して詳述した説明が適宜適用される。また、図３において図１及び図２と同じ部材に
同じ符号を付してある。
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【００１９】
図３(a) ～(c) に示すように、本実施形態のおむつ１においては、第１の外層シート２ａ
と第２の外層シート２ｂとの間にレッグ部弾性部材１５，１６が伸張状態で接合固定され
ている。レッグ部弾性部材１５は、背側部Ｓから股下部Ｃの湾曲線に沿って配され、股下
部Ｃの中央部からやや腹側部Ｓ寄りの位置で股下部Ｃを横断し、更に腹側部Ｓ寄りの股下
部Ｃの湾曲線に沿って腹側部Ｓまで配されている。一方、レッグ部弾性部材１６は、背側
部Ｂから股下部Ｃの湾曲線に沿って配され、股下部Ｃの中央部からやや腹側部Ｓ寄りの位
置において、レッグ部弾性部材１５と並列して股下部Ｃを横断し、背側部Ｂ寄りの股下部
Ｃの湾曲線に沿って背側部Ｂまで配されている。これにより、レッグ開口部にはレッグギ
ャザーが形成される。そして、着用者の足周りは、このレッグギャザー及びバリアカフス
７によって二重にシールされ、液漏れが一層効果的に防止される。
【００２０】
図３(b) 及び(c) に示すように、バリアカフス７は所定幅の矩形状シートを、その長手方
向に沿って折り曲げて形成されている。そして、前記矩形状シートの一方の側部をバック
シート５と第２の外層シート２ｂとの間に介在させて、吸収体６の下面の側部を覆うよう
に配し、ホットメルト粘着剤１４により接合固定すると共に、他方の側部をトップシート
４上に配してホットメルト粘着剤１４により接合固定することでバリアカフス７が形成さ
れている。バリアカフス７をこのように形成することで、吸収体６に吸収された液が体圧
によりバリアカフス７の方向に滲み出ても、それ以上の滲み出しはバリアカフス７によっ
て阻止されるので、横漏れが効果的に防止される。
【００２１】
本発明は前記実施形態に制限されず、例えば前記実施形態においては吸収体６を矩形状に
したり、吸収体６を長手方向に複数に分割して用いてもよい。
【００２２】
また、吸収性本体３の幅を外層シート２の最狭部の幅よりも広くしてもよい。
【００２３】
また、吸収性本体６として、トップシート４、吸収体６及びバリアカフス７を有するもの
を用い（つまり、バックシート５を具備しない吸収性本体を用い）、且つ外層シート２と
して透湿性を有するバックシートを有するもの、例えば該バックシートと不織布との積層
シートを用いてもよい。
【００２４】
また、前記実施形態においてはバリアカフス７が、吸収体６の側面及び下面の左右両側部
を、吸収体６の長手方向全域に亘って覆っていたが、これに代えて吸収体６の側面及び下
面の左右両側部の一部、例えば股下部Ｃのみを覆うようにバリアカフス７を配してもよい
。
【００２５】
また、前記実施形態においては、バックシート５が吸収体６の形状よりもやや大きい形状
であったが、これに代えてバックシート５を、吸収体６の形状と略同形にしたり、或いは
吸収体６の形状よりもやや小さい形状としてもよい。
【００２６】
また、前記実施形態においては、バリアカフス７を構成する前記シートは３層構造であっ
たが、これに代えて該シートとして、メルトブロー不織布の層とスパンボンド不織布の層
とが積層されたものを用いてもよい。この場合には、メルトブロー不織布の層が、最も内
方に位置するように前記シートからバリアカフス７を構成することが、漏れの効果的な防
止の点から好ましい。
【００２７】
また、前記シートをメルトブロー不織布単層から構成してもよく、或いはメルトブロー不
織布に他の不織布が積層されたものから構成してもよい。
【００２８】
また、腹側部Ｓ及び背側部Ｂにおけるウエスト開口部１２とレッグ開口部１３との間の胴
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回り部において、第１の外層シート２ａと第２の外層シート２ｂとの間におむつの幅方向
に亘って１又は２以上の弾性部材を伸張状態で張設してもよい。
【００２９】
【発明の効果】
本発明によれば、着用者の脚周りにフィットし、足周りからの液漏れ防止効果に優れたパ
ンツ型使い捨ておむつが提供される。
また、本発明によれば、着用者の脚を局所的に締め付けること無く、足周りからの液漏れ
防止効果に優れたパンツ型使い捨ておむつが提供される。
更に、本発明によれば、脚周りのサイズ調整が展開型のおむつよりも難しいパンツ型のお
むつにおいても、サイズ調整範囲を広くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のパンツ型使い捨ておむつの第１の実施形態を示す斜視図である。
【図２】図２(a) は、図１に示すパンツ型使い捨ておむつの腹側部及び背側部それぞれの
両側縁部の接合を解いた展開緊張状態の平面図であり、図２(b) 及び図２(c) はそれぞれ
図２(a) において緊張状態を解いた状態でのｂ－ｂ線及びｃ－ｃ線断面図である。
【図３】図３(a) 第２の実施形態のパンツ型使い捨ておむつの腹側部及び背側部それぞれ
の両側縁部の接合を解いた展開緊張状態の平面図〔図２(a) 相当図〕であり、図２(b) 及
び図２(c) はそれぞれ図２(a) において緊張状態を解いた状態でのｂ－ｂ線及びｃ－ｃ線
断面図〔それぞれ図２(b) 及び図２(c) 相当図〕である。
【符号の説明】
１　パンツ型使い捨ておむつ
２　外層シート
３　吸収性本体
４　トップシート
５　バックシート
６　吸収体
７　バリアカフス
９　サイドフラップ
１１　弾性部材
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